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新製品紹介

HACCP対応排水桝と側溝

近年，O-157やサルモネラ菌によ
る集団食中毒が発生し，食品衛生
に関心が高まっている。
さらに米国で宇宙食の安全性を

確保するために開発された食品の
品質管理手法であるHACCPシステ
ムの導入を，厚生労働省がすべて
の食品の衛生管理に奨励して以来，
食品の製造・加工過程のあらゆる
段階で発生する恐れのある危害に
ついてあらかじめ想定し，製造工
程においてその防除対策を立て，
これを日常的に実施し，監視する
ことにより，製造全般を通じて製
品のより一層の安全を図ろうとす
る衛生管理手法が急速に浸透して
きた。

当社でも，数年前よりお客様の
要望（排水・廃棄物の衛生管理な
ど）に応え，HACCPシステムを構
築するための設備条件として，
①洗浄性・抗菌性に優れている。
②汚物が溜まりにくい構造である。
③メンテナンスがし易い。
などを主眼において，ホテル・給
食施設・外食産業から病院施設ま
ですべての厨房施設に機器を提供
してきたが，さらに高水準な
HACCP導入をサポートするため，
今まで培ったノウハウを結集して，
HACCP対応排水桝と側溝製品（図
１，２）の開発・商品化を行った。
１．構造・特長

完全排水が必要な清掃時には，

業界初のステンレス製メタルシー
ルと一体型の封水トラップ（図３）
を採用することで，雑菌の繁殖を
防ぎ，汚れが付着しないように配
慮している。
また，清掃時にコーナー部やバ

スケット内に残渣を残さないよう
にするため，アール付き構造を採
用した。
２．用　途

・セントラルキッチン向け厨房排水
・炊飯・米飯工場
・調理パン工場
・惣菜工場
・学校および産業給食施設
・病院給食院外調理施設　など

（下田エコテック株式会社）

Drainage Basin and Gutter in Accordance with Hazard Analysis and Critical Control Point (HACCP) System

図１　HACCP対応排水桝と側溝

Fig. 1 Drainage basin and gutter in accordance with HACCP system.

グレーチング

ステンレス製側溝

アール付き排水桝

図３　ステンレス製メタルシール封水トラップ

Fig. 3 Stainless steel water seal trap with metal

to metal seal structure.

図２　地中埋設・側溝導入用排水桝取付例

Fig. 2 Example of buried drainage basin and gutter installation.
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部番 部品名 備　　考 部番 部　品　名

① 本　体 1.5ｔ以上 ⑧ 側溝用グレーチング

② 受　篭 金網10メッシュ ⑨ 側　溝

③ トラップ 1.0t ⑩ 塗り床仕上げ

④ 排水管 パイプ ⑪ 土間コンクリート

⑤ フランジ JIS 5K ⑫ 割ぐり石

⑥ ふ　た グレーチング ⑬ 埋め戻し

⑦ 受　枠 L-3×20Ｈ用 ⑭ コンクリート

※材質は，すべてSUS304製
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高温で高い磁束密度を有する
Mn-Znフェライトの開発
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373Kの高温においても高い磁束密度を有するソフトフェライト材料を開発
するために，Fe2O3を60～85mol%含むMn-Znフェライトの磁気特性を調べた。
窒素雰囲気中で焼成を行うことにより，Fe2O3が70mol%近傍の組成において，
550mTという高いBsが373Kで得られた。同一組成でも試料中に含まれるFe2＋

イオンの量によってBsの値が左右されるため，適切なプロセスパラメーター
の選択によりFe2＋の量を所定の値に制御することが高いBsを得るために重要
である。この材料を用いて作製したチョークコイルは，従来材に比較して直
流重畳特性が約20％向上した。

q 緒　　言

パソコン等の各種情報処理・電子機器の高機能・多機
能化が加速しているため，それらに内蔵される電源・
DC-DCコンバータも大電流化が進んでおり，これらに使
用されるチョークコイルにも大電流でもインダクタンス
が低下しない，優れた直流重畳特性が要求されている。
このような要求に対して，コアとして使用される磁性材
料については高飽和磁束密度化が必須であり，特に使用
環境温度は電子部品の発熱等により373K程度となるこ
とから，かかる高温で高い飽和磁束密度を有することが
必要とされる。

Mn-ZnフェライトやNi-Znフェライトなどのソフトフ
ェライト材料は，優れた軟磁気特性と酸化物ゆえの高抵
抗に起因した低損失，さらに高い形状自由度を有してい
ることなどから，従来からコイルやトランスなどの磁心
材料として広く使用されてきた。これらのソフトフェラ
イト材料において高い飽和磁束密度を得るには，本質的
に高い磁化を有する（絶対零度における 1分子あたりの
磁気モーメントが大きい）Mn-Znフェライトを使用する

のが望ましい。しかし，今までに使用されてきた一般的
なMn-ZnフェライトはFe2O3を51～55mol%含む組成のも
のであり，それらのキュリー温度（Tc）は450K程度と
低いため373Kでは磁束密度が極端に減少してしまうと
いう問題があった。

Mn-ZnフェライトのTcはFe2O3含有量とともに上昇し
ていくことは良く知られている。しかし，絶対零度にお
ける自発磁化はFe2O3含有量とともに減少するので，あ
る温度における飽和磁束密度の大きさはTcの上昇と自
発磁化の減少との兼ね合いで決まることになる。このよ
うな観点から見積もられたMn-Znフェライトの室温にお
ける飽和磁束密度の大きさは，Fe2O3が75mol%で最大に
なるという計算結果もある1）。実際，Fe2O3を65mol%程
度含むMn-Znフェライトにおいて，100℃で500mTの磁
束密度が報告されている2）。
本研究ではさらなる磁束密度の向上を目指し，Fe2O3

含有量が60～85mol%の広い組成範囲においてMn-Znフ
ェライトを作製し，その磁気特性を調べた。本報告では
それらの結果について述べる。

Magnetic properties of Mn-Zn ferrites with compositions ranging from 60 to
85mol% Fe2O3 have been investigated in order to obtain high magnetic flux
densities at high temperatures around 373K. The maximum magnetic flux
density (Bs) of 550 mT at 373 K was obtained in specimens with compositions
of around 70mol% Fe2O3 by means of sintering in nitrogen atmosphere. It has
been found that the Bs of each specimen with the same composition changes as
the number of Fe2+ ions changes. Hence, sophisticated control of process
parameters is important in order to obtain high Bs in such extremely Fe2O3-rich
compositions. The choke coil made of this material exhibits supreme DC
superposition characteristics. The characteristics exceed those of conventional
materials by about 20%.
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